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　町誕生記念地区対抗駅伝競走大会　　―　スタートダッシュ！　―
　全長42.8㌔を15区間でつなぐ、町誕生記念地区対抗駅伝競走大会が10月10日に開催されました。１区の小学生は、ピスト

ルの合図とともに、ダッシュでスタート。地元チームのために、少しでも良い順位で次の選手にタスキをつなごうという強

い気持ちが伝わってきます。（大会結果は P10に掲載しています）
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５章
きまりを守り信頼
を深め住みよいま
ちをつくります

１計画的な土地利用 ○荒砥橋の架け替え整備、国土利用計画の策定など
○危機管理体制、消防・防災体制の充実など

２安心して住めるまちづ
　くりの推進

○除雪体制の充実、高齢者世帯の安全確保など
○鮎貝土地区画整理事業地内の保留地分譲など

３地域交通の確保・充実 ○フラワー長井線の利用拡大、スクールバスやデマンド交通の充実など

４良好な生活環境の向上
○広域幹線道路網、町道網の整備など
○上水道、下水道の整備充実など
○産業、防災、福祉、医療等の情報化の推進など

６章
基本計画の推進に
向けて

１情報の共有と町民全体
　のまちづくり ○広報、ホームページの充実、座談会の開催など

２新たな公共の形と行財
　政改革 ○民間委託、民営化、効率的な行財政運営など

３国、県、関係市町との
　連携 ○国、県との連携、広域行政の充実など

７章　重点プロジェクトとその主要施策

①子どもの数を減らさない
　赤ちゃん100人子育て
　プロジェクト
■乳幼児と母親の健康確保
■出産、子育て等に係る経済的負
　担の軽減
■保育所の民営化と保育サービス
　の充実
■保育施設の整備
■ワークライフバランスの推進
■婚活のすすめ

②次代を担う白鷹人育成推進
　プロジェクト
■生涯学習の推進
■男女共同参画社会の推進
■荒砥高校の存続支援
■人材育成制度の創設
■学校・家庭・地域連携による子
　どもの育成
■小中学校の適正規模についての
　検討
■教育施設の充実
■高度技術者の養成
■キャリア教育の推進
■ボランティアの育成支援

③若者定住促進プロジェクト
■工業用地の確保と企業誘致
■製造業の受注拡大
■荒砥橋架け替え整備
■居住条件（宅地・住宅）支援の検討
■鮎貝土地区画整地内保留地分譲
　の支援
■スポーツ施設の整備

④食と農を起点とした
　農工商観連携による６次産業化
　プロジェクト
■産業センターの整備
■産業フェアの開催
■異業種、地域間交流の推進
■特産品の開発支援
■加工、販売施設の設置支援
■グリーンツーリズムの推進
■アンテナショップの検討
■白鷹ＦＣ（ファンクラブ）の推進
　とＩＣＴの活用

⑤歴史・文化と地域づくり推進
　プロジェクト
■地域コミュニティセンターの構築
■地域づくり計画策定の支援
■地域づくり活動の支援
■集落支援
■地域拠点施設の整備
■生涯学習の推進
■歴史・伝統文化の伝承保存
■文化交流センターを拠点とした
　新しい文化の創造
■まちづくり助成事業

⑥元気ニコニコ地域の安全安心
　プロジェクト
■健康づくりの推進
■生活習慣の改善
■高齢者福祉施設の充実
■ユニバーサルデザインによる
　施設の整備
■消防分署庁舎・防災センター
　及び消防施設の整備

人づくり（人材育成）

子どもの数を減らさない

子育て・教育
働く場所の確保

雇用・産業
地域コミュニティの構築

地　域

　今月号の広報は、広く町民皆さんに意見・改善案などを求めるパブリックコメントが３件あります。それ
ぞれ現状をご報告いたします。よりよい行政を目指すため、皆さんの率直なご意見をお寄せください。

　中間報告に対するご意見は、町ホームページに掲載している「意見提出様式」に必要事項を記入のうえ、
郵送・電子メールなどでお寄せください。（「広報直通便」による提出も受け付けています。）
　▼意見募集期間　11月18日（木）まで（必着）　
　■問い合わせ　総務課企画調整係（☎85－6123）
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パブリックコメント❶

－ 第５次白鷹町基本計画（中間報告）の概要 －
　町では、今後のまちづくりの指針となる新たな総合計画の策定作業を進めています。今年度は、３月議会で承認
された基本構想に基づき、基本計画を策定しています。平成21年度実施した「まちづくりアンケート」や「まちづ
くり座談会」などの基礎調査を踏まえ、町民の方々からなる計画策定町民会議を中心に検討してきました。この結
果、基本計画の中間報告がまとまりましたので、その概要をお知らせします。各地区公民館や町のホームページな
どで全文を公開しておりますのでご覧ください。今後、基本計画は皆さんのご意見などを受け、町の振興審議会に
諮り決定することになります。
　なお、基本構想は、中間報告として広報しらたか２月12日号（No.1034号）に掲載していますのでご覧ください。

■はじめに
　この基本計画は、今後のまちづくりを進めていくための基本的な方向を定めた第５次白鷹町基本構想を受け、共
創のまちづくりのもと、まちの将来像である『笑顔かがやき　心かよう　美しいまち』の達成に向けた具体的な手
段や手順を明らかにしたものです。具体的な事業については、この基本計画に基づき策定する振興実施計画により
明らかにしながら、まちづくりの目標の達成を図っていきます。
　なお、この基本計画については、経済状況など社会情勢の変化が予想される中で、計画の進捗状況の点検を行い、
必要に応じて見直しを図りながら推進していきます。

■計画期間　基本計画（前期５年）…平成22年度～平成26年度（基本構想…平成22年度～平成31年度）

■基本計画の概要

章 節 施策の内容

１章
豊かな自然を生か
し魅力ある美しい
まちをつくります

１森林と農地の活用 ○森林保全、里山の活用など
○農地、水環境の保全、農村整備など

２環境に配慮した循環型
　社会の形成

○普及啓発、臭気・水質保全対策、環境保　全型農業の推進など
○ごみ・し尿処理対策、リサイクルの推　進など
○省エネ、太陽光発電、小規模水力発電　の推進など

３美しいまちづくりの推進 ○花いっぱい運動、道路・河川の美化活動　など
○景観の保全運動と自然環境の保全など

２章
仕事にはげみ活力
ある産業のまちを
つくります

１持続可能な地域産業の
　振興

○農林業の基盤整備、農業経営体制の整備など
○既存企業の支援、伝統地場産業の振興など
○消費拡大を図る商業活動の活性化支援など
○企業誘致の推進、雇用安定・労働環境の充実など
○各産業における人材の確保と育成など

２白鷹らしいものづくり
　の推進

○地場産品の推奨等によるブランド化の確立など
○地産地消と食育の推進など

３特色ある産業の振興
○４シーズン化充実、グリーツーリズムの推進など
○産業センターを拠点とした農工商観の連携など
○起業家の支援など

３章
たがいに助け合い
思いやりのある楽
しいまちをつくり
ます

１子育てしやすい環境づ
　くり

○母と子の健康確保、子育て家庭への支援充実、ワークライフバランスの
推進など
○保育サービスの充実、家庭での子育て支援など

２だれでも安心して暮ら
　せる社会づくり

○高齢者・障がい者福祉の充実など
○町立病院の充実、各種医療機関との連携強化など

３人・地域の元気づくり ○交流の人材育成、基金や奨学金制度の創設など
○地域コミュニティセンター化の推進など

４章
進んで学び健康に
つとめ文化のまち
をつくります

１元気で信頼される郷土
　の学校づくり

○基礎学力・体力の向上、いのちの教育の推進など
○小中学校の適正規模の検討、耐震化等の整備など
○保育園・小中高の連携、地域・団体との連携など
○荒砥高校支援、白鷹高等専修学校の支援充実など

２健康で創造性豊かなひ
　とづくり

○健康増進計画の策定、予防の健康増進活動など
○講座などの支援、中央公民館・図書館の整備など
○指導者の育成、スポーツ施設の整備充実など
○文化交流センターの活用、歴史文化の学習など

３ひとを育てる多様な交
　流の推進

○縁のある都市との交流、都市と農村の交流など
○定住や農業への就業等の受入支援など

皆さんのご意見をお寄せください
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　それぞれの施策区分の「現況と問題点」、「その対策」、「事業計画」について、次のような内容を計画に掲載
しています。また、過疎地域自立促進特別事業（ソフト事業）の主な事業についても次のとおりです。

２．産業の振興 ◆過疎地域自立促進特別事業
　（１）現況と問題点 農業、林業、商業、工業、観光、

特色を生かした農工商観連携の推進 　しらたかの農業人育成事業、
　しらたか６次産業化プロジェクト…

　（２）その対策
　（３）事業計画 基盤整備、企業誘致、起業の促進、商業、観光

またはレクリエーションなど

３．交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 広域幹線道路、町道の整備、農林道の整備、交通確保対策、

電気通信施設の整備、情報化の推進、地域間交流の促進 　　しらたか縁の地交流事業、
　　新荒砥橋架橋推進事業…（２）その対策

（３）事業計画 市町村道、橋梁、農道、林道、道路整備機械など

４．生活環境の整備 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 上水道、下水道、廃棄物処理及びし尿処理、住宅、消防、

防災等、克雪・利雪など 　しらたか美しいまちづくり事業、
　公共下水道長寿命化計画策定事業…

（２）その対策
（３）事業計画 水道施設、下水処理施設、廃棄物処理施設、消防施設、公

営住宅など

５．高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 高齢者の保健及び福祉対策、児童福祉対策、その他の福祉

対策 　　子ども100人プロジェクト（２）その対策
（３）事業計画 高齢者福祉施設、児童福祉施設など

６．医療の確保 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 町立病院、健康づくりの推進

　　　しらたか元気っ子事業、
　　女性特有のがん検診推進事業…（２）その対策

（３）事業計画 診療施設など

７．教育の振興 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 学校教育、生涯学習の推進、男女共同参画社会の実現とワ

ークライフバランスの推進、スポーツの推進 　　　スクールバス運行事業、
　　　荒砥高校支援事業…（２）その対策

（３）事業計画 学校教育関連施設、集会施設、体育施設等など

８．地域文化の振興等 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 歴史・文化・伝統芸能、芸術文化鑑賞、地域文化保全、文

化交流センター「あゆーむ」 　　白鷹学講座開催事業、
　文化交流センター管理運営事業…（２）その対策

（３）事業計画 地域文化振興施設など

９．集落の整備 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 交流環境づくり、空き家情報、若者定住、ＵＪＩターン 　　　　集落対策事業、

　「すまいる！四季の郷」のすすめ
　　　　プロジェクト

（２）その対策
（３）事業計画

10 ．その他地域の自立促進に関し必要な事項 ◆過疎地域自立促進特別事業
（１）現況と問題点 環境にやさしいエネルギー対策の推進、元気な人づくりと

地域づくりの推進、新たな公共の形と行財政改革の推進 　　　地域コミュニティ推進事業、
　　　白鷹人育成事業…（２）その対策

（３）事業計画

　中間報告に対するご意見は、町ホームページに掲載している「意見提出様式」に必要事項を記入のうえ、
郵送・電子メールなどでお寄せください。（「広報直通便」による提出も受け付けています。）
　▼意見募集期間　11月18日（木）まで（必着）　
　■問い合わせ　総務課企画調整係（☎85－6123）
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白鷹町過疎地域自立促進計画（中間報告）の概要
はじめに
　今年４月に施行となりました改正過疎地域自立促進特別措置法に基づき、今年度新たに白鷹町過疎地域自立促進
計画を策定します。この計画は、産業や医療、教育などの施策に取り組み、過疎からの脱却、そして自立を目指す
ためのものです。
　また、この計画の策定により、財政負担が少なく有利な財源である地方債「過疎債」を引き続き発行することが
できます。これまで、「過疎債」を活用して、道路や学校、保育園などの町の施設を整備してきましたが、特に今回
の法改正では、建物整備などのハード事業だけでなく、子育て支援や人材育成などのソフト事業にも過疎地域自立
促進特別事業として「過疎債」が活用できるようになりました。
　このように、町の施策展開に欠かせない計画の中間報告がまとまりましたので、その概要をお知らせいたします。
各地区公民館や町ホームページなどで全文を公開しておりますのでご覧ください。
　今後、皆さんのご意見などを受け、町の振興審議会、そして議会に諮り決定することになります。

１．基本的な事項
（１）白鷹町の概況
　ア　自然的、歴史的、社会的、経済的諸条件の概要
　イ　白鷹町における過疎の状況
　　◆旧過疎振興法等に基づくものを含めたこれまでの対策

　＜過去４度の指定＞

（２）人口及び産業の推移と動向
　ア　人口の推移と今後の見通し
　イ　産業構造　◆産業別就業人口の推移　◆各産業別の現況と今後の動向…農業、林業、工業、商業、観光

（３）行財政の状況
　ア　行政の状況　　イ　財政の状況　　ウ　主要公共施設整備水準の現況

（４）地域の自立促進の基本方針
　ア　自立促進の基本的な考え方　◆「白鷹町町民憲章」の精神をまちづくりの目標として白鷹町の発展を目指します。
　
イ　まちの将来像
　～第5次白鷹町基本構想に掲げる将来像～
　　『笑顔かがやき　心かよう　美しいまち』

　ウ　基本的な施策
　　主要施策
　　　第５次白鷹町基本計画の体系（章・節・項）

　エ　過疎地域自立促進特別事業（ソフト事業）
　　の活用による重点プロジェクトの展開
　　第５次白鷹町基本計画に掲げる
　　　６つの重点プロジェクト

（５）計画期間
　過疎地域自立促進計画の期間は、平成22年４月１日から平成28年３月31日までの６カ年間とします。

昭和45年　過疎地域対策緊急措置法

昭和55年　過疎地域振興特別措置法

平成２年　過疎地域活性化特別措置法

平成12年　過疎地域自立促進特別措置法

・交通通信体系の整備

・教育施設及び体育施設の整備

・生活環境施設及び福祉施設等の整備

・医療の確保

・産業の振興

・集落の整備　など

◆白鷹町に「住んで良かった」、「ずっと住み続けたい」とい
　う郷土を愛する心を持ち続けられるよう、活力に満ち、み
　んなが健康で、笑顔でくらせるまちを目指します。
◆計画の最終年度である平成27年度の人口と世帯の見通し
　を人口１万4,500人、世帯4,400世帯とします。

過疎地域からの
脱却そして自立

過疎地域自立促進特別事業（ソフト事業）の活用
≪今回の法改正により新たに創設された制度≫

◆白鷹町に「住んで良かった」、「ずっと住み続けたい
　う郷土を愛する心を持ち続けられるよう
　んなが健康で、笑顔でくらせるまちを目指します。
◆計画の最終年度である平成27年度の人口と世帯の見通し

施策の推進

≪今回の法改正により新たに創設された制度≫
プロジェクト
の推進

成 果

まちの
将来像の実現

パブリックコメント❷
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町
で
は
こ
れ
ま
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
児
童
数
の
減
少
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
白
鷹
町
保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
町
内
保
育
所
の
民
営
化
等
（
民
営
化
や
統
合
、
施
設
整
備
な

ど)

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
や
保
育
園
保

護
者
等
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
白
鷹
町
の
保
育
所
民
営
化
等
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
」（
案
）
並
び
に
「
白
鷹
町
保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
の

検
討
中
間
報
告
」
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
両
（
案
）
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中

央
公
民
館
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
全
文
を

公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今

後
、
両
（
案
）
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な

ど
を
受
け
て
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
や
厳
し

い
行
財
政
の
状
況
な
ど
を
背
景
に
、

平
成
20
年
１
月
17
日
付
で
白
鷹
町

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
か
ら

「
白
鷹
町
保
育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
答
申
を
受
け
、
そ
の
具
現
化
に

向
け
て
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
両

保
育
園
の
統
合
整
備
に
向
け
た
検

討
や
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
地
内

へ
の
福
祉
用
地
の
取
得
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
中
学
校
の
再
編
計

画
な
ど
も
あ
る
中
で
、
こ
ぐ
わ

・
あ
ゆ
か
い
両
保
育
園
の
統
合
は
、

再
度
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
十
分
に

お
聞
き
し
た
上
で
進
め
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
少
し
時
間
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
内
保
育
所
の
民
営

化
な
ど
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
町
の

長
期
計
画
で
あ
る
第
５
次
白
鷹
町

総
合
計
画
の
基
本
計
画
策
定
の
年

保
育
所
民
営
化
等
�

今
後
�
方
向
性
�
�
�
�

②「
保
育
所
民
営
化
等
の
今
後

　

の
方
向
性
に
つ
い
て
」（
案
）

　

の
概
要

◇
今
後
の
町
内
保
育
所
の
民
営
化

な
ど
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、「
白

鷹
町
保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
の

検
討
中
間
報
告
」︵
※
１
︶
に
基

づ
き
、
対
応
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

◇
検
討
中
間
報
告
中
、「
４
．
老
朽

化
施
設
の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
に
は
、「
最
終
的
に
は
町
が
決

定
す
べ
き
」
と
な
っ
て
い
る
項
目

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
座

談
会
や
地
域
、
保
護
者
会
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
次
の
通
り
対
応
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

①
老
朽
化
し
て
い
る
こ
ぐ
わ
保
育

　

園
と
あ
ゆ
か
い
保
育
園
に
つ
い

　

て
は
、
保
育
規
模
の
適
正
化
を

　

図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
運

　

営
・
施
設
整
備
の
観
点
か
ら
２

　

園
を
統
合
し
、
新
た
な
施
設
と

　

し
て
整
備
し
ま
す
。

②
施
設
整
備
に
伴
い
常
設
型
の
子

　

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
童
保

　

育
な
ど
の
併
設
に
つ
い
て
も
検

　

討
し
、
町
の
子
育
て
支
援
の
拠

　

点
施
設
と
し
て
の
整
備
を
目
指

　

し
ま
す
。

③
施
設
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

　

次
の
観
点
か
ら
、
鮎
貝
ま
ち
づ

　

く
り
事
業
地
内
（
四
季
の
郷
）

　

の
福
祉
用
地
と
し
ま
す
。

・
蚕
桑
、
鮎
貝
地
区
の
双
方
か
ら

　

利
用
し
や
す
い
位
置
に
あ
る

・
町
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設

　

と
し
て
、
町
内
全
体
か
ら
見
て

　

も
利
用
し
や
す
い
位
置
に
あ
る

・
子
育
て
支
援
住
宅
や
工
業
用
地

　

に
よ
る
企
業
立
地
な
ど
、
職
、

　

住
も
含
め
た
子
育
て
支
援
エ
リ

　

ア
と
な
っ
て
い
る

・
都
市
公
園「
中
丸
公
園
」を
は
じ

　

め
と
し
て
、
文
化
交
流
セ
ン
タ

　

ー
や
宮
の
前
交
流
広
場
、
四
季

　

の
郷
交
流
広
場
、
鮎
貝
八
幡
宮

　

な
ど
周
辺
環
境
も
優
れ
て
い
る

・
四
季
の
郷
駅
が
近
い
こ
と
か
ら
、

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
活
用
し
た

　

行
事
等
も
可
能
と
な
る

・
既
に
土
地
開
発
基
金
と
土
地
開

　

発
公
社
に
よ
り
１
万
８
５
０
０

　

平
方
㍍
の
土
地
を
先
行
取
得
し

　

て
い
る 

パブリックコメント❸

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
方
向
付
け

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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※　

な
お
、
当
該
土
地
に
つ
い
て

　

は
、
保
護
者
な
ど
か
ら
主
要
地

　

方
道
や
線
路
・
河
川
に
隣
接
し

　

た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

　

安
全
性
や
騒
音
な
ど
に
つ
い
て

　

懸
念
す
る
声
が
あ
る
た
め
、
各

　

種
課
題
に
対
し
て
意
見
交
換
を

　

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◇
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の

統
合
整
備
、
民
営
化
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、
受
託
法
人
と
の
具
体
的

な
詰
め
と
統
合
保
育
園
の
施
設
整

備
を
同
時
進
行
し
、
施
設
完
成
後

の
新
年
度
か
ら
受
託
法
人
に
よ
る

運
営
を
開
始
す
る
と
い
う
形
で
推

進
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
と
し
、老
朽
化
し

て
い
る
園
舎
の
修
繕
な
ど
に
つ
い

て
も
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（※１）「白鷹町保育所運営検討委員会の検討中間報告」の概要

１．保育所民営化についての基本的事項の確認
　①保育水準の維持向上が図られること。
　②将来にわたり柔軟かつ効率的な保育園運営を確立すること。
２．児童数が減少する中での将来の保育所の施設配置等について
　①施設が老朽化しているこぐわ保育園とあゆかい保育園については、保育規模の適正化を図るとともに、効率的な運営・
　施設整備の観点から統合する。
　②ひがしね保育園、よつば保育園、あらと保育園については、当面３園による運営とし、今後入所児童数の推移を見な
　がら必要に応じて対応を検討していく。
　③ひがしね保育園については、町内の障がい児保育を担っていることなどから、当面公設公営による運営とする。将来
　的には、柔軟かつ効率的な保育園運営を確立するため民営化の検討を行う。
　④よつば保育園については、平成 21 年度から５年間、指定管理者制度による運営となっていることから、これまでの
　運営形態を継続し、指定管理期間の更新時期に向けてより良い方向を目指す。
３．保育所民営化の形態について
　①保育所運営費や施設整備費に対する現時点での財源措置等を考慮し「民設民営」を基本とする。
　②国の制度改正などを注視しながら進めていく必要がある。
４．老朽化施設（こぐわ保育園とあゆかい保育園）の整備の方向性について
　①２園統合の方向付けを受けて、町の財源が許すのであれば新たに整備することが望ましい。
　②施設の設置場所については、これまでの経過を踏まえ、また、まちづくり座談会や地域、保護者会等の意見、町の財
　政状況などから最終的には町が決定すべきである。
　③子育て支援センターや学童保育などの機能向上についても、子育て支援の拠点施設として統合保育園を整備すること
　が理想的だが、町の財政状況も考慮し最終的には町が決定すべきである。
５．受託法人の検討について
　①一法人が町内の保育園全てを運営するということではなく、切磋琢磨できる環境が望ましい。
　②保育の継続性や町民意見の反映、福祉事業の実績、経営の安定性などを考慮し、町内の社会福祉法人を中心に検討し
　た結果、広範囲な福祉事業に実績のある「社会福祉法人 白鷹町社会福祉協議会」が適任である。
　　なお、社会福祉法人に対しては町職員保育士等の派遣が３年以内（５年まで延長可）の期間で可能であり、これまで
　の保育の継続性が確保できる。
６．保育所民営化に伴う保育サービス充実の検討について
　①子育ての第一義的責任は保護者であるという基本認識のもとに、保育所民営化に伴う効果（機動性、財源など）により、
　乳児保育の実施や延長保育の時間延長、保育料の軽減など時代に見合った子育て支援策の充実を図るべきである。

　

検
討
結
果
（
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
（
電
話
番
号
）
を
必
ず
明
記
の

上
、
郵
便
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
11
月
22
日
（
月
）
必
着
で
お

願
い
し
ま
す
。（
電
話
に
よ
る
ご
意

見
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。）

○　

検
討
結
果
（
案
）
公
開
場
所

　

健
康
福
祉
課
窓
口（
健
康
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
）、
中
央
公
民
館
、

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
…
86

－

０
２
１
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
…
86

－
０
１
１
５

　

Ｅ
メ
ー
ル
…kenfuku@

so.tow
n.

　

shirataka.yam
agata.jp

こぐわ・あゆかい保育園統合整備イメージ
○「四季の郷」地内福祉用地に統合新設整備
○定員 150 人（内３歳未満 60 人）程度の規模
○保育方針などを含め、これまでの優良な保育
　を継続的に実施できる体制の確立
○延長保育の時間延長など保育サービスの充実
○子育て支援センターや学童保育などの併設に
　より、町全体の子育て支援拠点施設として整備
○保護者や地域の方々と意見交換を行いながら、
　安全対策や自然環境などに配慮した施設整備
○施設整備完了後に民営化による運営に移行
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町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
各
所
に
観
測
点
を
設
け
道
路
上
降
雪
深
が
10
㌢
を
超
え
た
場
合

に
除
雪
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
・
12
月
の
降
雪
直
後
、
３
月
の
融
雪
時
期
に
あ
っ
て
は

気
象
状
況
に
応
じ
て
路
上
降
雪
深
を
15
㌢
と
し
ま
す
。

機
械
除
雪
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
に

�
障
害
物
�
�
目
印
�
除
去
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
っ
て
い
た
だ

く
か
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の

上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料

・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

●
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
は
人
や
車
の
通
る
場
所
で

す
。
道
路
に
雪
を
出
す
と
路
面
凍

結
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
路
面
が

凹
凸
に
な
り
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
道
路
に
雪
が

落
ち
る
場
合
は
危
険
で
す
か
ら

「
な
で
止
め
」
な
ど
で
防
止
し
、

屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
路
上
駐
車
�
絶
対
�
�
�
�
�

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
や
夜
間
は
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
路
上

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
除
雪
車
�
�
近
�
�
�
�
�

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
十
分
な
車
間

距
離
を
と
り
、
安
全
運
転
・
通
行

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

�
道
路
側
溝
�
投
雪
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な

か
な
か
融
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止

め
、
溢
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
だ

し
、
住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た

例
が
あ
り
ま
す
。

�
地
域
�
協
力
�
�
願
�
�
�
�

　

最
近
増
え
て
い
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
夫
婦
世
帯
、

ま
た
母
子
家
庭
な
ど
は
、
雪
に
か

か
わ
る
負
担
が
と
て
も
大
き
い
も

の
で
す
。
各
地
域
に
お
い
て
も
除

雪
が
困
難
な
家
庭
に
配
慮
い
た
だ

き
、
近
所
の
か
た
に
よ
る
除
雪
作

業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

冬
期
間
�
交
通
確
保
�
�
�

除
雪
作
業
�
�
協
力
�
�
�
�

　

今
年
も
雪
が
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
安
全
・
安
心
な
冬
期
間
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

11
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
円
滑
に
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
の
要
望
・
問
題

点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区

長
さ
ん
・
町
内
長
さ
ん
が
代
表
し

て
建
設
水
道
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。連　絡

対　応

指示
要望
問題点

役　場区長・町内長

町　民 除雪業者

要望の

イメージ
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水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針

　

を
休
み
ま
す（
１
月
〜
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
期
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅
に

変
動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
水
道
の
冬
期
間
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
十
分
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
修
理
代

を
は
じ
め
、
漏
水
に
よ
る
水
道
料

金
も
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、

就
寝
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い
て

水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の

状
態
で
は
、
水
が
漏
れ
続
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全
に
閉

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
翌
朝
使

用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
開
け
て

く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水

　

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

　

す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て

い
る
水
道
管
の
場
合
は
、
ヒ
ー
タ

ー
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し

込
ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
冬
期
間
使
用
し
な
い
施
設
な

　

ど
は
閉
栓
手
続
き
を

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料

金
が
高
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、
冬

期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉

栓
、
開
栓
の
手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ

　

た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
直
ち
に
水
を
止
め
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
タ
ン
ク
も
確
認
し

て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
ま
た
は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が

動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
を
時
々
確
認
し
、
漏

　

水
が
な
い
か
調
べ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
）

の
河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
ゴ
ミ
が
雪

と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
た
め
、
雪
以
外
の
も
の
は

絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
…
午
前
８
時
～
午
後
５
時

高
齢
者
世
帯
な
ど
�
の

除
雪
支
援
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
自
力
で
除
雪
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
作
場
道
、
里
道
な

ど
町
道
以
外
の
道
路
の
除
雪
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
対
象
道
路　

作
場
道
、
里
道
な

　

ど
町
道
以
外
の
道
路
（
私
有
地

　

は
対
象
外
で
す
）

○
対
象
者　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

世
帯
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

　

世
帯

○
経
費　

原
則
と
し
て
町
、
地
元

　

が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請　

申
し
込
み
す
る
か
た
は

　

「
白
鷹
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

克
雪
支
援
事
業
申
請
書
」
を
関

　

係
区
長
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
区
長
ま
た
は
建

　

設
水
道
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
締
切　

11
月
25
日
（
木
）

○
そ
の
他　

町
道
通
学
路
を
優
先

　

と
し
た
除
雪
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
道
路

　

に
つ
い
て
の
除
雪
は
、
ご
希
望

　

に
そ
え
な
い
日
時
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
土
木
係

︵
☎
85

－

６
１
４
２
︶
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防
災
意
識
�
高
�
�

�

町
総
合
防
災
訓
練　10月24日、蚕桑小学校を主会場に町総合

防災訓練が行われました。地元のかたがた
も多数参加し、小学校の避難訓練も合同で
行われました。初期消火訓練では、消火器
を使って実際に火を消す訓練を行ったり、
負傷者の応急手当の方法などを教わってい
ました。さまざまな状況を想定して行われ
た防災訓練。いつどんな災害が起こるか分
からない中、蚕桑地区のかたがたにとっ
て、防災意識を高める１日となりました。

　10月30日から11月３日の５日間、第40回
白鷹町芸術祭があゆーむで行われました。
町内の小中高校の吹奏楽部などによるおん
がく祭を幕開けに、芸能祭りや各種展示な
どが行われ、芸能祭りでは、11団体が参加
し、日頃の練習の成果を多くのお客さまの
前で披露していました。また、３日には、
芸術文化協会40周年を記念して、町内出身
の作詞家、風戸強氏を迎えてのトーク＆コ
ンサートが行われました。

町
�
伝
統
文
化
�
披
露

�

第
40
回
町
芸
術
祭
開
催

　10月30日と31日、ＪＡ山形おきたま白鷹
支店周辺で、産業フェアが開催されました。
昨年まで開催されていた農業祭に、商業・
工業・観光業も加わり、それぞれが展示や
販売などを通して町の産業をＰＲしていま
した。また、置賜管内の商工会青年部や地
元貝生地区青年会などが出店した鍋まつり
には多くのお客さまが列を作り、それぞれ
に工夫された鍋の味に舌鼓を打っていまし
た。産業フェアは今回が初めての企画です。

町
内
�
産
業
�
一
同
�
集
�

�

産
業
�
�
�
�
�
�
�
開
催

交
通
安
全
�
防
犯
意
識
�
高
揚
�
�

�

高
齢
者
世
帯
訪
問　９月30日、交通安全母の会（鈴木弘子会

長）主体の高齢者世帯訪問が実施されまし
た。荒砥高校の生徒や長井警察署、老人ク
ラブ連合会など各種団体の協力により、総
勢60人が８班に分かれ、国道287号及び
348号線や県道沿いの高齢者世帯を訪問し、
交通安全と防犯の呼びかけ活動を行いまし
た。交通安全のチラシと反射リストバンド
などを手渡しながら行われ、今後の事故防
止に大きな成果を期待したいと思います。

白
鷹
町
誕
生
56
周
年
記
念
地

区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
結
果

　

劇
的
な
逆
転
勝
利
で
、
鷹
山
チ

ー
ム
が
３
連
覇
！

優
勝　

鷹　

山　

２
時
間
32
分
07
秒

２
位　

十　

王　

２
時
間
32
分
11
秒

３
位　

荒　

砥　

２
時
間
33
分
44
秒

４
位　

東　

根　

２
時
間
39
分
15
秒

５
位　

蚕
桑
Ａ　

２
時
間
40
分
12
秒

６
位　

鮎　

貝　

２
時
間
50
分
55
秒

７
位　

蚕
桑
Ｂ　

２
時
間
57
分
30
秒

○
区
間
新
記
録（
敬
称
略
）

▼
２
区　

鷹
山　

紺
野　

凌

▼
６
区　

鷹
山　

竹
田　

衣
武
希

　
　
　
　

十
王　

押
切　

啓
介

▼
９
区　

荒
砥　

竹
田　

則
幸

　
　
　
　

鷹
山　

小
川　

直
也

　
　
　
　

十
王　

高
田　

博
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山
形
県
知
事
賞
を
受
賞（
山
形
の
家
づ
く
り
大
賞
コ
ン
ペ
）

丸
ト
建
設
株
式
会
社

　山形の気候・風土を生かした住まいづく
りを目指す「第３回山形の家づくり大賞コ
ンペ」において、丸ト建設が最高賞である
県知事賞を受賞しました。丸ト建設は、日
本産業デザイン振興会（東京都）の2010
年度グッドデザイン賞に輝いた「白鷹の家
／ SNOWLIGHTHOUSE」（十王）を施工し、
その優れた技術力で山形県の住宅の質的向
上に寄与したことが認められこのたびの受
賞となりました。おめでとうございます。

　10月７日と８日の２日間、ハーモニープ
ラザで、町内酪農家の若手後継者４人が４
種類のチーズ作りを体験しました。山形県
には東北６県で唯一チーズ工場がなく、生
乳生産量県内一位の白鷹町からチーズ作り
を発信したいという思いから山形県酪農業
協同組合が企画。参加者は、「チーズ作りの
工程は複雑で難しく、手間のかかるものだ
が、できあがったチーズをみると達成感は
大きかった。」と感想を話していました。

新
�
�
可
能
性
��

�

酪
農
後
継
者
�
�
�
�
作
�
体
験

　10月16日、荒砥高校体育館で第44回保育
研究集会が行われました。今回は新たな試
みとして、長井親子劇場の「ジョイフル・
クラウンショー」を開催しました。町内か
ら集まった約400人の親子は、愉快なトッ
タとジョーイのドタバタショーにびっくり
しながらも、笑いの世界に魅了され、目を
輝かせていました。最後に子どもたちから
お礼の気持ちを込めて「どんぐりころころ」
の大合唱をプレゼントしました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

白
鷹
町
保
育
協
議
会
�
親
子
�
集
�

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委

員
会
が
ご
み
ゼ
ロ
推
進
功
労

者
表
彰
を
受
賞

　

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員

会
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
の
啓
発

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
実
行
す
る
た
め

平
成
16
年
度
に
発
足
。

　

ご
み
減
量
化
を
目
的
と
し
て
、

町
民
を
対
象
に
し
た
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

作
り
講
習
会
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
フ
リ
ー
マ
ッ
ケ
ッ
ト
を
開

催
。
ま
た
、
ご
み
の
分
別
、
マ
イ

バ
ッ
ク
運
動
、
ご
み
減
量
化
を
普

及
す
る
内
容
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

た
り
、
街
頭
で
の
呼
び
か
け
活
動

を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
ご

み
ゼ
ロ
や
ま
が
た
推
進
県
民
会
議

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

期間：11 月～ 2 月末まで

※
同
時
開
催　
﹁
米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
巡
回
展

11
月
末
ま
で

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました
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平成22年度

『移動年金相談日』のごあんない

〈相談日〉

国民年金のお問い合わせ

町民課戸籍年金係（☎85－6129）

平成22年 11月 24日 （水）
12月 22日 （水）

平成23年 １月 26日 （水）
２月 23日 （水）
３月 23日 （水）

平日夜間及び休日の

年金相談のお知らせ

　毎月第２土曜日は、県内の年金事務所などを開

庁して年金相談を実施しています。

（午前９時30分～午後４時）

　また、毎週月曜日は、受付時間を午後７時まで

延長しています。

※ご相談の際は、年金手帳をご持参ください。

※年金手帳をご持参できない場合は、免許証な　

ど身分を証明できるものを持参ください。

　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　午後１時～１時30分
　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　　　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ
　　　　　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。
　●内容　年金のことならなんでも
　■主催　米沢年金事務所（☎0238－22－4220）

　納めていただいた国民年金保険料は「社会保険料控除」として全額が税金の控除
の対象となります。年末調整や確定申告の際には、この控除証明書の添付が必要で
すので申告の時期まで大切に保管してください。

　老齢年金でその年に支払いを受ける年金額が一定額以上の場合、各支払月に支払われる額から所得税が源泉
徴収されます。
　そのため、配偶者控除や扶養控除などの各種控除を受けるためには、毎年「公的年金等の受給者の扶養親族
等申告書」のハガキを提出していただく必要があります。この申告書のハガキは、対象となるかたへ 11 月上
旬に日本年金機構から送付されます。
　この「扶養親族等申告書」を提出されなかった場合は、各種控除が受けられず、提出された場合より源泉徴
収税額が多くなることがあります。
　ハガキが送られてきたかたは、提出期限までに必ず返送をお願いします。

　社会保険料（国民年金保険料）
　控除証明書をお送りします 

　扶養親族等申告書の提出をお忘れなく

11 月に送付されるかた

　平成 22 年１月１日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納めたかた

翌年２月に送付されるかた

　平成 22 年 10 月１日から 12 月 31 日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納めたかた

※扶養親族等申告書の提出が必要なかた

　・65 歳未満のかた　　年金額 108 万円以上

　・65 歳以上のかた　　年金額 158 万円以上

※上記の年金額より少ないかたには、
　「扶養親族等申告書」のハガキは送付されません。

年金に関するお問い合わせは「ねんきんダイヤル」へ

（☎0570－05－1165）
受付時間
　○月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　○第２土曜日　午前９時30分～午後４時
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人生のリズムが変わったら

こんなとき どうする 届け出先 手続きに必要なもの

国
民
年
金
に
入
る
・
や
め
る

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合
の加入者を除く）

国民年金に
加入の手続きをする

第１号被保険者→市区町村
第３号被保険者→配偶者の勤務先
※年金事務所から送付されるハガキを
返送してください。

印鑑

会社を退職したとき
国民年金に加入の手
続きをする（被扶養
配偶者も同様）

市区町村
印鑑、年金手帳、資格喪失証明書
または離職証明書など

結婚や退職で配偶者
の扶養になったとき

第3号被保険者への
種別変更の手続きを
する

配偶者の勤務先 配偶者の勤務先におたずねください

※第1号被保険者から第3号被保険者に変わるかたは、印鑑、年金手帳、健康保険被　
保険者証を持参し、市区町村へ届け出てください。

配偶者の扶養から
はずれたとき

第３号被保険者から
第１号被保険者への
種別変更の手続きを
する

市区町村 印鑑、年金手帳、資格喪失証明書

配偶者が会社をかわ
ったとき

引き続き第3号被保
険者となる手続きを
する

配偶者の新しい勤務先 配偶者の勤務先におたずねください

海外に居住する場合
国民年金に任意加入
の手続きをする

これから海外に居住する→市区町村
現在、海外に居住している→日本国内
の最終住所地を管轄する年金事務所

印鑑、年金手帳など

海外から帰国したとき
国民年金の加入手続
きをする

市区町村 印鑑、年金手帳

年金手帳をなくした
とき

再交付の手続きをする
第1号被保険者→市区町村（年金事務所）
第3号被保険者→年金事務所

印鑑、本人を確認できるもの

保
険
料
を
納
め
る

保険料を納めるのが
困難なとき

全額免除・一部納付
（30歳未満のかたは
若年者納付猶予）
の申請をする

市区町村
印鑑、年金手帳、失業の場合は雇用保
険被保険者離職票など

学生で保険料を納める
のが困難なとき

学生納付特例の申請
をする

市区町村
印鑑、年金手帳、学生証の写し
または在学証明書

口座振替を開始・変
更するとき

口座振替納付（変更）
申出書を提出する

銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫
・信用組合・労働金庫・年金事務所

納付案内書、預（貯）金通帳、
通帳届出印

納付書を紛失したとき
納付書の再発行を申
し出る

年金事務所 年金事務所におたずねください

年
金
を
も
ら
う

65歳になったとき
老齢基礎年金の受給
手続きをする

第1号被保険者期間のみ→市区町村
第3号被保険者期間を含む→年金事務所 ※年金の受給は手続きが一律ではあり

ません。来庁いただく前にお電話して
ください。

障害になったとき
障害基礎年金の受給
手続きをする

初診日に第1号被保険者→市区町村
初診日に第3号被保険者→年金事務所
20歳前に障害になった場合→市区町村

死亡したとき ※年金の受給は手続きが一律ではありません。来庁いただく前にお電話してください。

国民年金 のお知らせ
　国民年金は20歳以上60歳未満のかたが加入し、保険料を納め、老後や万が一の時に年金を受け取る国

の社会保障制度です。

　その時々の届出を忘れると、将来、年金がもらえない場合がありますので、届出は必ず行いましょう。

届け出を忘れずに！

2010
vol. ２
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町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
税
金
及
び
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納

期
限
が
あ
り
ま
す
。（
納
付
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、４
月
に
配

布
さ
れ
た
町
報「
つ
づ
り
こ
み
表

紙
」に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◎
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
か
た

は
、
納
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
、
そ
の
後
督
促
状
が

発
送
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
で
納
付

が
で
き
ま
す
。

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
か
た

は
、
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
ま
ず
口
座
振
替
不
能
通
知
書

（
納
付
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
か
っ

た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ

ま
す
。

●
ご
注
意　

納
付
書
・
口
座
振
替

と
も
に
、
督
促
状
発
送
後
も
納
付

が
な
い
状
態
が
続
き
ま
す
と
、
一

般
的
に
は
催
告
（
臨
戸
、
電
話
、

文
書
な
ど
）
に
進
み
ま
す
。
そ
れ

で
も
な
お
納
付
い
た
だ
け
な
い
場

合
に
は
、
必
要
に
応
じ
お
勤
め
先

へ
の
給
料
の
照
会
や
お
取
引
先
へ

の
売
掛
金
・
賃
貸
借
料
の
照
会
、

財
産
（
預
金
・
保
険
・
動
産
・
不

動
産
な
ど
）
調
査
な
ど
を
実
施
、

そ
の
後
差
押
え
に
進
み
ま
す
。

　

差
押
え
財
産
は
当
方
で
決
定

し
、事
前
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
押
え
た
給
与
・
預
金
・
保
険
等

は
（
保
険
等
は
解
約
の
う
え
）
未

納
の
税
金
に
充
当
さ
れ
ま
す
。
動

産
・
不
動
産
は
公
売
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
）
に
よ
り
換
価

の
う
え
、
同
じ
く
未
納
の
税
金
に

充
当
さ
れ
ま
す
。

※
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過

　

す
る
と
延
滞
金
が
発
生
し
、
さ

　

ら
に
納
付
額
が
増
加
し
ま
す
。

※
年
末
が
近
く
な
り
ま
し
た
。
お

　

手
持
ち
の
納
付
書
を
ご
確
認
の

　

う
え
、
現
在
納
期
限
が
過
ぎ
て

　

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

お
早
め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

　

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
出
納
課
収
納
係

︵
☎
85

－

６
１
０
６
︶

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　
－　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

－

　　まだ特別徴収されていない事業主のかたへ

個人住民税は特別徴収で納めましょう！

　個人住民税の特別徴収は、所得税の源泉徴収と同様に、給与支払者（事業主）が、給与所得者（従業員）に
毎月支払う給与から個人住民税を引き落とし、納税義務者である従業員に代わって、各従業員のお住まいの市
町村に納入する制度です。

　地方税法第３２１条の４の規定により、原則として、事業主は法人・個人を問わず、
従業員の個人住民税を特別徴収することになっています。

①事業主の皆さんから、各従業員のお住まいの市町村へ給与支払報告書を提出していただきます。
②～③この報告書に基づき、市町村では、従業員ごとの個人住民税の税額を計算し、特別徴収していただく税額
　を事業主の皆さんにお知らせします。
④～⑤毎月の給与の支払いの際、この税額を引き落としていただき、翌月 10 日（※）までに金融機関を通じて
　市町村に納入していただくことになります。
※従業員が常時 10 人未満の場合、申請により年２回の納期にすることもできます。
○今年９月６日よりインターネットを通じて、パソコンから法人町民税・償却資産の申告と給与支払報告ができ
　るようになりました。ぜひご活用ください。
■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎ 85 － 6132）

市町村 給与支払者
（事業主）

給与所得者
（従業員）

①給与支払報告書の提出
（１月 31 日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④毎月の給与から税額
を引き落とし（６月か
ら翌年５月まで）

③特別徴収税額の通知

⑤個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

④給与の支払い

[ ]
　●イメージ

●イメージの解説

税務出納課からのお知らせ
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電
動
３
・
４
輪
車
は
、
高
齢
者

な
ど
が
戸
外
で
移
動
す
る
手
段
と

し
て
自
分
で
運
転
す
る
乗
り
物

で
、
シ
ニ
ア
カ
ー
、
電
動
カ
ー
ト
、

ハ
ン
ド
ル
形
電
動
車
い
す
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

︻
事
例
１
︼

　

シ
ニ
ア
カ
ー
に
乗
っ
て
下
り
坂

を
走
行
中
に
、
急
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
た
ら
し
く
、
車
体
ご
と
転
倒

し
、
死
亡
し
た
。（
80
歳
代
男
性
）

︻
事
例
２
︼

　

ハ
ン
ド
ル
形
電
動
車
い
す
と
一

緒
に
用
水
路
に
転
落
し
た
状
態
で

発
見
さ
れ
た
。
救
急
隊
が
到
着
し

た
時
に
は
死
亡
し
て
い
た
。

（
80
歳
代
女
性
）

︻
ア
ド
バ
イ
ス
１
︼

　

道
の
端
に
寄
り
す
ぎ
る
と
、
道

路
外
へ
転
落
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
に
く
い
下

り
坂
で
は
慎
重
に
運
転
し
、
滑
り

や
す
い
場
所
や
砂
利
道
な
ど
で
は

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
２
︼

　

安
全
な
操
作
が
で
き
る
よ
う
、

製
造
・
販
売
業
者
が
行
う
運
転
講

習
を
受
け
る
な
ど
、
練
習
を
繰
り

返
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

新
し
い
も
の
に
乗
り
換
え
る
際

に
も
、
必
ず
販
売
業
者
の
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
族
や
ご
近
所
に
電
動

３
・
４
輪
車
に
乗
っ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、

注
意
喚
起
を

お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.6�
高
齢
者
の
電
動
�
�
�
輪
車
で
の
死
亡
事
故

�

が
発
生
し
て
い
ま
す
！

消
費
生
活
問
題
講
座

今
ど
き
の
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

～　

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

　
　

ど
う
す
る
？　

～

　

悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
者
を
め

ぐ
る
問
題
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
こ
と
だ
っ
た
ら
…
」
を

想
定
し
、
そ
の
対
処
法
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

12
月
14
日
（
火
）

１
回
目　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

２
回
目　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
い
こ
い

の
間

▼
対
象
者　

町
民
（
１
回
あ
た
り

30
人
）

▼
講
座
内
容

○
県
内
に
お
け
る
消
費
者
問
題
の

　

事
例
紹
介

○
悪
質
商
法
の
手
口
に
つ
い
て

（
家
庭
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販

　

売
、
催
眠
商
法
、
販
売
目
的
隠

　

蔽
、
か
た
り
商
法
、
利
殖
商
法
、

　

当
選
商
法
な
ど
）

○
対
処
法
や
ク
イ
ズ
、
ア
ン
ケ
ー

　

ト
な
ど

▼
講
師　

山
形
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
相
談
員

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公

民
館
（
☎
85

－

６
１
４
３
）

可●

燃●

ご●

み●

袋
の
材
質
と
厚
�

が
変
わ
り
ま
す

　

指
定
ご
み
袋
は
、
今
年
４
月
に

｢

平
袋
タ
イ
プ｣
か
ら｢
レ
ジ
袋

タ
イ
プ｣

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら｢
結
び
や

す
く
な
っ
た
、
運
び
や
す
く
な
っ

た｣

と
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

｢

可
燃
ご
み
袋
が
破
け
た
、
裂
け

た｣

と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お

り
変
更
い
た
し
ま
す
。

�
可
燃
ご
�
袋
の
材
質
�
厚
�

�

を
変
更
し
破
れ
に
く
く
い
�

�

し
ま
す
�

�
変
更
の
時
期
は
12
月
中
旬
頃

�

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
�

※
な
お
、
料
金
に
つ
い
て
は
変
更

　

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
袋
も

　

引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
が
、

　

変
更
前
の
ま
と
め
買
い
は
控
え

　

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

　

い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
可
燃
ご
み
袋
（
レ

ジ
袋
タ
イ
プ
）
の
交
換
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
販
売
店
で
の
発
売

と
同
時
に
置
賜
３
市
５
町
の
ご
み

担
当
窓
口
、
置
賜
広
域
行
政
事
務

組
合
の
事
務
局
及
び
各
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
未
開
封
袋

（
10
枚
入
り
）
単
位
で
お
取
り
替

え
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
度
々
の
変

更
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
千
代

　

田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

　

局
総
務
課
施
設
係

（
☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

くらし・環境
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い　つ　11月21日（日）

　　　　午後４時～（午後３時30分開場）

どこで　ＪＡ白鷹支店２階ホール

定　員　１５０人　※整理券が必要です
●内容
第１部　講演会（午後４時～）
　演題「“農山村発” だからこそのクオリティ」

第２部　異種格 “討議” 戦（午後５時15分～）
　　　　自

じ
遊
ゆ う

人
じ ん

　VS　白
し ら

鷹
た か

人
び と

　白鷹の若手農家７人が、自遊人・岩佐氏に挑む60分！　
自遊人と白鷹人のトークにぜひご期待ください。

白鷹学講座パート６

　　岩
い わ

佐
さ

十
と お

良
る

 氏　講演会

※整理券取り扱い・問い合わせ
　　産業振興課（☎85－6125）
　　中央公民館（☎85－6143）

岩佐十良　氏

　1967年東京都池袋生まれ。株式会社自遊人代表取

締役で雑誌「自遊人」編集長。2002年、農産物や伝

統食材を取り扱う株式会社自遊人倶楽部（現株式会社

膳）を設立。より品質の高い食品を消費者に届けるた

め2004年から事業本部を新潟県南魚沼市に移転。「自

らも生産者のはしくれでありたい」という信念から、

移転後は小さな田んぼでスタッフ全員で米づくりを実

践。各地の生産者と協力して「大人の農作業体験会」

も実施している。農産物栽培に留まらず、農園レスト

ラン事業なども視野に入れた現実的な農業経営を模索

するため、2010年４月株式会社自遊人ファームを設立。

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
❺れぽ

ー
と

お
す
ぎ
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
＆

映
画
上
映
会
10
月
15
日

　

テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
な
ど
の
出
演

で
引
っ
張
り
だ
こ
の
お
す
ぎ
さ
ん

を
普
段
「
ナ
マ
」
で
見
る
機
会
は

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

白
鷹
町
の
特
権
！

　

今
年
も
大
変
お
忙
し
い
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
白
鷹
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
辛

口
ト
ー
ク
で
映
画
を
見
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
、

楽
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
後
の
映
画
「
ヤ
ン
グ

＠
ハ
ー
ト
」
は
平
均
年
齢
80
歳
と

い
う
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
・
コ
ー
ラ

ス
隊
を
つ
づ
っ
た
感
動
の
実
話
で
、

「
明
日
か
ら
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と

い
う
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

指定管理者募集のお知らせ

　町では現在、次の施設の指定管理者を募集してい
ます。応募要項、申請書などはホームページ及びそ
れぞれの施設所管課で配付しています。

▼指定期間
　平成23年４月１日～
　平成28年３月31日まで（５年間）
▼募集期間
　11月18日（木）まで
▼施設及び問い合わせ
　○斎場
　　町民課くらし環境係（☎85－6131）
　○ヤナ公園
　　産業振興課観光係（☎85－6126）
　○スカイパーク
　　教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）

　　税務署からのお知らせ

◆税を考える週間
　11月11日から17日は「税を考える週間」です。
　国税に関する一般的なご相談は「電話相談センタ
ー」でお答えしております。長井税務署までお問い
合わせください。

◆相続または贈与などに係る生命（損害）保険契約な
どに基づく年金の税務上の取り扱いの変更について
　相続、贈与などにより取得した生命保険契約や損
害保険契約などに係る年金の所得税の取り扱いを改
めることとしました。
　この取り扱いの変更により、所得税の還付を受け
ることができる場合があります。国税庁ホームペー
ジをご覧いただくか長井税務署にお問い合わせくだ
さい。
■国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】
■長井税務署（☎84－1810）

雑誌「　　　　」編集長
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　町には、数多くの歴史に根
付いた地域資源があり、生活
そのものが観光交流の資源で
もあります。白鷹町観光協会
は、 こ の 多 様 な 資 源 を 活 用
し、触れ合い、体験し、交流
する「住んでよし、訪れてよ

し」の観光の町づくりを目指しています。
　そのため、熱意と行動力を持って白鷹の観光を推進
してくださるかたを募集します。
▼職種　観光振興推進員（事務局長候補）
▼採用予定人員　１人
▼職務内容
①観光振興事業の企画・実施、情報収集及び発信
②地域資源を活用した旅行商品づくり
③特産品等の開発・宣伝・販売
④観光協会の管理運営業務
▼応募資格　　
①健康なかた
②観光・旅行業などで企画、営業の経験のあるかた
③高校卒業以上の学力のあるかた
④パソコン操作が出来るかた（エクセルなど）
⑤普通自動車免許資格があるかた
▼申込
①受付期間　11月８日（月）～ 12月15日（水）※必着
②申込方法　採用試験申込書及び「志望の動機と白鷹
　町の観光振興」をテーマに1600字程度の小論文（自
　筆、様式自由）、履歴書、職務経歴書を提出ください。

　履歴書には６カ月以内に撮影した上半身、脱帽、正
　面向きで本人と確認できる写真を貼付ください。
③書類提出・郵送先
　〒992－083１　白鷹町大字荒砥乙784
　　　　　　　　　白鷹町観光協会
▼選考方法
①一次選考（書類審査）
②二次選考（面接）
▼勤務条件
①身分　白鷹町観光協会事務局員
②雇用期間　平成23年４月１日～平成24年３月31日
（勤務成績などにより、任期の更新または正規職員と
　しての雇用の継続を検討します。）
③賃金　基本給　大　卒　148,400円
　　　　　　　　短大卒　137,700円
　　　　　　　　高校卒　127,800円
※賞与　年2回各１カ月分支給。ただし、初年度は
　減額支給。
※前歴換算、観光業経験換算あり。（最大10万円）
④福利厚生　社会保険、雇用保険に加入
⑤勤務時間　原則、月曜から金曜日までの週５日で、
　午前8時30分から午後5時15分まで。
（※必要に応じて変更することがあります。）
⑥休日　土・日、祝日及び12月29日～翌年の１月３日。
⑦有給休暇　労働基準法に準じます。
■問い合わせ
　白鷹町観光協会（☎86－0086 ／ＦＡＸ86－0087）

観光協会職員を募集します

白鷹スキー場従業員を募集します

▼勤務場所　白鷹町営スキー場
▼期間　12月20日（月）～３月21日（月・祝）
　※降雪状況により変更になる場合があります。
　※そのほか、オープン前後の準備、片付け作業
▼募集人員　若干名
▼職種　索道事業及びゲレンデ整備
▼賃金
　通常営業（午前８時30分～午後５時）6,800円
　ナイター営業（午後５時～９時）5,000円
　圧雪作業（１時間）1,800円
▼応募資格　町内在住で、18歳以上65歳未満で健康
　なかた
▼締め切り　11月25日（木）午後５時
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書（教育委員
　会に準備しています ｡）
■応募・問い合わせ
　教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）

申請忘れていませんか？
　父子家庭にも、児童扶養手当が支給されます

　８月１日から父子家庭のお父さんにも児童扶養手
当が支給されることになりました。　児童扶養手
当を受給するためには申請（認定請求）が必要です。
該当する可能性のあるかたは、11月30日までに手続
きをする必要がありますので、早急に担当までご相
談ください。

※支給内容や所得制限など、詳しくは広報しらたか
　７月12日号をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　■問い合わせ
　　　　　　　　　　　　健康福祉課子育て支援係
　　　　　　　　　　　　（☎86－0212）



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

10 月 25 日 香典 10,000
10 月 27 日 御祝 3,000 鮎貝八幡宮祭礼

10 月 27 日 贈答品 28,800 鮎まつり招待券

計 41,800 
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10月の町長交際費

　平成22年10月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

�
介
護
を
し
て
い
�
か
�
に

「
い
つ
�
が
ん
�
っ
て
い
�
ね
」

�
声
を
か
�
て
く
�
�
い

　

介
護
を
し
て
い
る
と
、
友
人
と

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
れ
を

し
て
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
な
ど

が
難
し
く
な
る
場
合
が
多
い
も
の

で
す
。
介
護
は
体
力
が
必
要
で
疲

労
も
蓄
積
し
や
す
く
、
会
話
も
少

な
く
な
っ
た
り
し
て
介
護
者
の
気

持
ち
は
落
ち
込
み
気
味
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
状
態
が
長
く
続
く
と
、

介
護
者
は
落
ち
込
み
か
ら
「
介
護

う
つ
」
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
気

持
ち
を
抑
え
ら
れ
ず
に
高
齢
者
に

つ
ら
く
あ
た
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

家
族
の
介
護
は
、
ど
う
し
て
も

「
や
っ
て
当
た
り
前
」
と
と
ら
え

ら
れ
が
ち
で
、
や
り
が
い
や
充
実

感
も
得
に
く
い
な
ど
、
介
護
者
の

心
を
励
ま
し
て
く
れ
る
存
在
が
少

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
介
護
を
し

て
い
る
か
た
に
、「
介
護
が
ん
ば

っ
て
る
ね
」「
大
変
だ
ね
」
と
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と
で
、

介
護
者
の
心
は
晴
れ
や
か
に
な
り
、

気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

明
る
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

？�
認
知
症
は
病
気
�
�
い
う
�

�
を
知
っ
て
く
�
�
い

　

認
知
症
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、

家
や
道
を
間
違
え
た
り
、
夜
に
出

歩
い
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
の

『
認
知
症
状
』
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
家
や
庭
先
に
誰

か
が
迷
い
込
ん
で
い
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
は
ど
う

対
応
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
優
し
く
お
だ
や
か
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
認
知
症

の
か
た
は
、
自
分
で
も
ど
う
し
て

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
本
人
に

は
本
人
な
り
の
理
由
が
あ
る
も
の

で
す
。
認
知
症
の
か
た
の
状
態
に

よ
っ
て
は
、
大
き
な
声
で
注
意
し

た
り
叱
っ
た
り
す
る
と
、
認
知
症

の
か
た
を
興
奮
さ
せ
た
り
認
知
症

状
が
悪
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

�
認
知
症
の
か
�
に
接
す
�
�

�
は
�
て
い
ね
い
な
対
応
を
す

�
�
�
が
重
要
で
す

　

家
族
に
連
絡
し
て
も
反
応
が
薄

く
、
関
心
が
な
い
の
か
な
、
な
ど

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
行
動

が
あ
る
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

と
、『
認
知
症
状
』
に
疲
れ
き
っ
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
に
責
め
る
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
た
の
で
は
、
疲
れ
て
い
る

介
護
者
を
追
い
詰
め
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
認
知

症
の
本
人
も
、
介
護
者
も
困
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理

解
し
て
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に

立
ち
向
か
っ
て
い
る
本
人
と
介
護

者
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

※
認
知
症
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
か
た
と
そ
の
介
護

者
を
地
域
で
優
し
く
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
介
護
う
つ
や
虐
待

の
な
い
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

白
鷹
町
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
介
護
研
修
会

（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
定
例
会
）

▼
い
つ　

11
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

冬
に
備
え
て
、
安
全
な

介
護
が
で
き
る
環
境
や
注
意
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

介
護
を
受
け
る
人
も

　

介
護
す
る
人
も

　
　

笑
顔
で
暮
ら
せ
る

　
　
　

地
域
に
！
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佳
作　

鈴
の
音
も
鳴
ら
ぬ
日
も
あ
る
人
生
譜　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

真
夜
中
の
鈴
虫
の
音
に
癒
さ
れ
て　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

風
鈴
の
音
色
わ
び
し
い
秋
と
な
り　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

暑
い
夜
半
ふ
と
鈴
虫
に
い
や
さ
れ
る　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

秋
祭
り
孫
の
手
を
か
り
鈴
鳴
ら
す　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

寺
参
り
清
ら
に
ひ
び
く
鈴
の
音　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

や
さ
し
さ
を
込
め
た
音
色
の
南
部
鈴　
　
　

淺　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

国
境
の
町
に
流
れ
る
橇
の
鈴　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

風
鈴
の
音
色
猛
暑
に
か
き
消
さ
れ　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

鈴
を
ふ
り
ご
り
や
く
願
う
信
者
た
ち　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

キ
ノ
コ
採
り
熊
に
合
わ
ぬ
と
鈴
を
つ
け　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

軒
先
の
風
鈴
の
音
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

秀
句　

鈴
虫
も
千
匹
鳴
く
と
や
か
ま
し
い　
　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

お
盆
下
駄
遠
い
昔
の
鈴
の
音　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

暑
い
夜
風
鈴
や
さ
し
子
守
歌　
　
　
　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

夏
日
で
も
鈴
虫
秋
の
季
語
で
鳴
き　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

離
す
ま
い
財
布
の
紐
に
鈴
付
け
て　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

願
い
事
聞
い
て
と
鈴
を
強
く
振
る　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

風
鈴
が
夏
の
終
わ
り
を
惜
し
む
よ
に　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

〃　
　

風
鈴
が
秋
風
連
れ
て
彼
岸
入
れ　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

リ
ン
リ
ン
と
鳴
る
鈴
虫
に
癒
さ
れ
て　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

風
鈴
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
汗
を
拭
く　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

五
客　

病
む
妻
の
俺
を
呼
ぶ
鈴
悲
し
く
て　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

七
色
の
羽
音
鈴
虫
旬
の
風　
　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

風
鈴
の
音
色
涼
し
く
人
を
恋
う　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

鈴
鳴
ら
し
み
ん
な
無
事
で
と
手
を
合
わ
せ　

鮎　

貝　

佐
藤　

牧
子

〃　
　

鈴
の
音
に
心
洗
わ
れ
邪
心
消
え　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

人
位　

神
様
が
こ
ち
ら
向
く
ま
で
鈴
鳴
ら
す　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

地
位　

石
段
を
登
り
き
っ
た
ら
鈴
が
あ
る　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

鈴
虫
を
乗
せ
て
ロ
ー
カ
ル
列
車
発
つ　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

軸　
　

土
鈴
鳴
る
私
を
責
め
る
か
の
よ
う
に　
　
　
　
　
　
　

一　

杯

次
回　

「
罪
」
十
一
月
末
ま
で
。「
熟
す
」
十
二
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八

－

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

町
報
川
柳　
　

「　

鈴　

」　　

樋
口　

一
杯　

選

「幼児体型」
　３歳児のＡちゃん、１歳児の赤ちゃんのおなかを見て
Ａちゃん「赤ちゃんのおなかって、どうしてこんなに大きいの？」
保育士　「それはね、赤ちゃんの体のことを“幼

●

児
●

体
●

型
●

”っていっておな
　　　　　かがおおきいいんだよ。」
Ａちゃん「ふーん。じゃ、わたしのお母さんも“幼

●

児
●

体
●

型
●

”？」
保育士　「・・・」

あらと保育園

◆
童
門
冬
二
賞

○
丸
川　

孝
典
（
西
中
２
年
）

甲
子
園
だ
け
が
高
校
野
球
で
は
な
い

◆
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

○
小
林　

世
奈
（
荒
砥
小
４
年
）

た
く
さ
ん
の
命
に
さ
さ
え
ら
れ
て

い
る
私

◆
教
育
長
賞

○
鈴
木　

涼
己
（
蚕
桑
小
３
年
）

｢

う
そ｣

○
大
武　

日
文
（
東
中
３
年
）

｢

生
き
て
い
る｣

と
い
う
こ
と

○
小
林　

真
也
（
荒
砥
高
３
年
）

見
た
目
と
中
身
の
大
切
さ

◆
図
書
館
長
賞

○
安
部　

皓
陽
（
東
根
小
４
年
）

二
人
が
友
達
に
な
る
ま
で

○
中
川　

朝
斗
（
蚕
桑
小
４
年
）

｢

う
そ
つ
き
に
か
ん
ぱ
い
！｣

を

読
ん
で

○
衣
袋　

理
佳
（
東
中
１
年
）

『
奇
跡
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
』
を
読

ん
で

○
佐
藤　

千
陽
（
東
中
２
年
）

『
テ
イ
ル
ズ　

オ
ブ　

ヴ
ェ
ス
ペ

リ
ア
』
を
読
ん
で

入
選

●
小
学
生
の
部

　

打
田
ゆ
ら
ら
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

安
部　

真
優
（
東
根
小
１
年
）

　

中
山　

絹
士
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

鈴
木　

絃
太
（
荒
砥
小
３
年
）

　

丸
川　

芽
依
（
荒
砥
小
３
年
）

　

髙
橋　

瑛
祐
（
鷹
山
小
３
年
）

　

衣
袋　

優
花
（
東
根
小
３
年
）

　

塚
田　

喜
星
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

塚
田　

凜
聖
（
荒
砥
小
４
年
）

　

小
口　

涼
輔
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

後
藤　

悠
汰
（
荒
砥
小
５
年
）

　

佐
藤　

里
菜
（
荒
砥
小
６
年
）

　

青
木　

愛
美
（
東
根
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

　

柳
生
未
帆
子
（
東
中
２
年
）

　

松
下　

絢
香
（
東
中
２
年
）

　

海
老
名
縄
子
（
東
中
３
年
）

●
高
校
生
の
部

　

衣
袋
亜
里
沙
（
荒
砥
高
１
年
）

　

川
部　

夏
実
（
荒
砥
高
３
年
）

●
一
般
の
部

　

皆
川　

清
彦
（
蚕
桑
）

　

紺
野　

信
吾
（
東
根
）

第
42
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　ゴマせんべいを食べていた２歳児のＢちゃん、服についていたゴマを見
つけて
Ｂちゃん「せんせい。ごまの種がついった！」

「種」
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おしらせ

催　し

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場

利
用
調
整
会
議

　

標
記
会
議
の
開
催
に
際
し
、
冬

期
（
12
月
～
３
月
）
の
利
用
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
冬
期

間
の
利
用
に
関
し
て
は
、
町
内
団

体
を
優
先
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

調
整
会
議
の
対
象
は
町
内
団
体
対

象
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績

の
あ
る
団
体
に
は
別
途
様
式
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間　

　

11
月
12
日（
金
）～
17
日（
水
）

※
新
規
団
体
の
み

▼
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り

お
申
込
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
）

【
利
用
調
整
会
議
】

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

※
利
用
申
込
団
体
は
各
団
体
代
表

　

１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
は
、
申
込
期
間

　

内
に
利
用
申
請
の
提
出
が
あ
っ

　

た
団
体
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
☎
85

－

６

１
４
７
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
８
３
）

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

　

大
切
な
人
が
突
然
目
の
前
で
倒

れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？「
い
ざ

と
い
う
時
」
の
た
め
に
応
急
手
当

法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

12
月
５
日
（
日
）、
12

日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
講
習
を
行
い
、

受
講
者
に
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

○
12
月
５
日
…
12
月
１
日
（
水
）

○
12
月
12
日
…
12
月
８
日
（
水
）

▼
そ
の
他　

12
月
５
日
は
消
防
団

員
25
人
参
加
予
定
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

白
鷹
分
署
救
急
係
（
☎
85

－

５
２

４
２
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会 

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
年
齢
に
関

係
な
く
誰
で
も
で
き
る
健
康
づ
く

り
で
す
。
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に

踊
る
こ
と
の
で
き
る
曲
を
中
心
に

楽
し
み
ま
す
。

「
麗
し
き
最
上
川
」「
知
床
旅
情
」

な
ど
を
踊
っ
て
、
美
し
く
豊
か
な

健
康
づ
く
り
を
一
緒
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。。 

▼
い
つ　

11
月
17
日
（
水
）・
24

日
（
水
）・
12
月
1
日
（
水
）・
8

日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～
９
時 

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館
大

ホ
ー
ル 

▼
参
加
費　

無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
内
履
き

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
地

区
公
民
館
（
☎
85

－

０
２
６
０
）

置
賜
発
！
若
者
が
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

置
賜
の
元
気
な
若
者
が
大
集
合

し
ま
す
。
若
者
が
力
を
発
揮
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
夢
に

向
か
っ
て
取
り
組
む
若
者
た
ち
と

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

12
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
40
分

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜
置
賜
文
化

ホ
ー
ル

▼
内
容　

高
校
生
な
ど
の
活
動
発

表
、
ト
ー
ク
バ
ト
ル
、
高
校
生
が

開
発
し
た
ス
イ
ー
ツ
・
映
画
「
ヲ

ノ
グ
ァ
ワ
」
グ
ッ
ズ
・「
南
陽
宣

隊
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
ン
」
グ
ッ
ズ
の

販
売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

地
域
振
興
課（
☎ 

０
２
３
８

－

26

－

２
２
３
０
）

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
内
容　

基
調
講
演

演
題
「
性
犯
罪
被
害
に
あ
う
と
い

う
こ
と
」

講
師　

性
犯
罪
被
害
者
支
援
「
み

か
つ
き
」
主
宰　

小
林
美
佳
氏

▼
そ
の
他　

「
い
の
ち
の
詩
」
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
、

チ
ェ
ロ
の
演
奏
を
聴
き
「
い
の
ち

の
詩
」
の
朗
読
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
（
社
）
や
ま
が
た

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

３

－

６
４
２

－

３
５
７
１
）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で

は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

事
件
を
思
い
出
し
て
、
怖
く
な

っ
た
り
、
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

米
沢
養
護
学
校
「
よ
ね
よ
う

ま
つ
り
２
０
１
０
」

　

児
童
・
生
徒
が
製
作
し
た
製
品

の
展
示
・
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
昼
12
時
15
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
養
護
学
校

▼
内
容

○
作
業
学
習
で
製
作
し
た
製
品
販

　

売
（
木
工
・
布
製
品
、
陶
器
、

　

ハ
ー
ブ
石
け
ん
な
ど
）

○
小
学
部
児
童
の
活
動
に
か
か
わ

　

る
展
示

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
（
バ
ザ
ー
）

　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
養
護
学
校

／
須
藤
（
☎
０
２
３
８

－

38

－

６

１
０
１
）
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募　集

広告

せ
ん
か
。
や
ま
が
た
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
や
警
察
で
は
こ
う
し
た

か
た
が
た
の
相
談
、
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先　

（
社
）
や
ま
が
た
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
２

－

７
８
３
０
）
月
曜
～

金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

職
場
の
労
働
関
係
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

山
形
県
労
働
委
員
会
は
、
一
人

ひ
と
り
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

　

解
雇
、
賃
金
、
配
置
転
換
な
ど

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
委

員
会
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
７
９
３
）

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

　

定
年
退
職
後
（
離
職
予
定
者
を

含
む
）
に
就
業
や
社
会
参
加
を
希

望
す
る
55
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
、
各
種
就
業
体
験
・
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
就
業
な
ど
の
準

備
を
支
援
し
ま
す
。
事
業
参
加
は

始
め
ま
せ
ん
か
社
交
ダ
ン
ス
！

初
心
者
募
集

　

毎
月
３
～
４
回
練
習
を
行
っ
て

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
資
料

な
ど
の
請
求
及
び
詳
細
は
当
連
合

会
に
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
（
登
録
）
申
込
書
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
各
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

（
社
）
山
形
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
２
３

－

６
２
６

－

３
５
６
６
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部

に
登
録
さ
れ
て
い
る
責
任
技
術
者

で
、登
録
の
有
効
期
限
が
平
成
23

年
１
月
31
日
ま
で
の
か
た
は
、登

録
地
の
市
町
村
で
の
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、所
属
指
定
店
の
変
更

な
ど
に
よ
り
登
録
市
町
村
を
変
更

す
る
場
合
は
、新
し
い
登
録
市
町

村
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
手
続
き

①
登
録
更
新
の
申
請

②
更
新
講
習
会
の
受
講

▼
締
切　

12
月
１
日
（
水
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
水

道
課
下
水
道
係（
☎
85

－

６
１
３
８
）

農
地
の
貸
借
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有

効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
農
地

の
貸
借
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
や
農
業
機
械
の
更
新
の

必
要
な
ど
に
よ
り
経
営
規
模
の
縮

小
あ
る
い
は
離
農
を
予
定
し
て
い

る
か
た
で
農
地
の
引
き
受
け
手
を

お
探
し
の
か
た
は
、
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

（
☎
85

－

６
１
２
８
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

借
入
や
返
済
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
き
ち
ん
と
し
た
手

続
き
を
と
れ
ば
、
借
金
問
題
は
必

ず
解
決
で
き
ま
す
。

　

法
律
の
専
門
家
が
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
い
つ 

11
月
15
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
12
時

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
勤
労
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
料　

無
料
（
要
予
約
）

▼
予
約
申
込　

長
井
市
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
84

－

２
１
１
１
）

※
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
２

４
－

０
９
９
９
）
※
受
付
時
間
…

火
～
日
曜　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

「
物
忘
れ
相
談
」を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
な
ど

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

▼
時
間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
講
師　

プ
ロ
ま
た
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

菊
地
（
☎
０
９
０

－

７
３
２
０

－

０
４
２
３
）

お
詫
び
と
訂
正
…
●
広
報
し
ら
た
か
10
月
12
日
号
、「
情
報
あ
ら
か
る
と
」
22
ペ
ー
ジ
に
表
記
（
漢
字
）
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「（
財
）
日
本
消
化
器
病
学
会
東
北
支
部
に
よ
る
第
55
回

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
公
開
講
座
」
の
文
中
に
出
て
く
る
「
消
火
器
」
は
正
く
は
「
消
化
器
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥甲　岡　部　ツタエ　90
山　口　伊　藤　新　一　89
荒砥乙　布　施　まつの　88
荒砥甲　布　施　こ　う　92
鮎　貝　山　口　角太郎　73
萩　野　紺　野　一　雄　84
荒砥乙　土　谷　　敬　　88
箕和田　小　松　ち　よ　82
山　口　　岸　　政　美　87
畔　藤　　　原　つ　ね　74
浅　立　梅　津　たつゑ　82
中　山　山　川　と　め　83
荒砥甲　　　賀　千枝子　74
荒砥乙　小　松　と　し　90
荒砥乙　金　子　は　る　85
荒砥甲　片　山　は　る　81
荒砥乙　佐々木　充太郎　74
十　王　荒　川　和　雄　80
畔　藤　石　井　利　雄　99
十　王　長谷川　ちゑこ　83
荒砥甲　齋　藤　　實　　82

【10月1日～10月31日届出】

�
10
月
は
、
駅
伝
�
芸
術
祭
�
産
業

�
�
�
と
�
ま
�
ま
�
�
�
�
�
が

各
地
で
行
�
�
、
多
く
の
お
客
�
ま

�
関
係
者
�
�
で
に
�
�
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
に
取
材
に
行
く
と
、

良
く
会
�
人
�
て
い
る
�
で
す
。「
�

�
に
�
は
」、「
い
�
�
�
苦
労
�
ま

�
」
と
、
言
葉
�
交
�
す
�
ら
い
で

す
が
、
�
�
�
�
で
�
�
�
か
す
�

く
癒い

�

�
�
た
り
、
気
が
引
�
締
ま
り

ま
す
。
小
学
生
の
時
、「
あ
い
�
�
運

動
」
�
て
あ
り
ま
し
た
�
�
、
�
�

�
り
大
切
�
�
と
�
�
で
す
�
。

�
10
月
27
日
、
西
山
と
白
鷹
山
に
白

い
�
の
が
�
�
す
ら
と
見
�
ま
し
た
。

本
格
的
�
冬
到
来
は
ま
�
�
く
�

熊
は
�
�
�
と
冬
眠
の
準
備
�
し
て

い
る
よ
�
で
す
が
、
�
�
�
�
越
冬

の
準
備
は
お
済
�
で
す
か
。

（
お
お
た
�
）

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

荒砥甲 鈴木
達　弥 理

り

　夢
む

あゆみ

山　口 原田
昌　典 暁

あき

　永
と

藍

菖　蒲 岡崎
悟　司 隼

しゅん

　大
すけ

利　江

横田尻 新野
英　和 獅

し

　桐
どう

めぐみ

滝　野 海老名
洋 英

よう

雅　恵

畔　藤 鈴木
栄　裕 芳

よし

　理
まさ

由美子

N
o.1052

2010-11
-11

　　氏　　　名　　　  住所

（小　川　達　也　　萩　野
安孫子　彩　華　　寒河江市

（遠　藤　幸　市　　高　玉
鈴　木　恵理子　　米沢市

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

股旅舞踊教室　わかば会　（代表　高橋伸一 さん）

◆
結
成
は
？

�
平
成
19
年
�
月
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
50
代
�
�
80
代
�
�
16
人
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
鮎
貝
地
区
公
民
館
事
業
�
�
�

股
旅
舞
踊
�
練
習
会
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
活
動
内
容
は
？

�
当
初
�
健
康
�
�
�
�
�
�
�

思
�
�
�
�
�
�
�
�
現
在
�
各

地
区
�
敬
老
会
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
出
演
�
�
�
�
�
�

◆
練
習
日
は
？

�
毎
月
第
�
�
�
火
曜
日
�
午
後

�
時
�
�
鮎
貝
�
�
�
�
�
�
�

�
�
練
習
�
�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
る
の
？

�
股
旅
舞
踊
全
国
大
会
�
�
�
�

�
�
�
参
考
�
�
�
互
�
�
教
�

合
�
�
練
習
�
�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
楽
し
い
？

�
化
粧
�
�
�
�
装
束
�
�
�
�

�
�
�
�
役
者
�
�
�
�
�
�
�

気
持
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
踊

�
�
通
�
�
仲
間
�
�
�
�
絆
�

強
�
深
�
�
�
�
�
�
�
�
�
楽

�
�
�
�
�

◆
最
後
に
ひ
と
言

�
大
衆
芸
能
�
一
�
�
�
�
股
旅

舞
踊
�
�
�
�
�
�
長
�
伝
�
�

�
�
�
�
�
思
�
�
�
�
興
味
�

�
�
�
�
�
�
�
�
連
絡
�
�

■
連
絡
先�

鮎
貝
地
区
公
民
館

�
☎
85

�

�
�
�
�
�
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